
                          

 お 知 ら せ   
記者発表資料 平成３０年１０月３０日

 

■同時発表先：合同庁舎記者クラブ 

広島県政記者クラブ 

中国地方建設記者クラブ 

 

安全・安心で豊かな地域づくりを支える建設技術 
～『i-Construction』の進展と新技術で取組む地域の防災・減災対策、老朽化対策～ 

「建設技術フォーラム２０１8ｉｎ広島」開催 
 

建設技術フォーラム 2018in 広島は、「安全・安心で豊かな地域づくりを支え

る建設技術」をテーマとして今年はさらに「『i-Construction』の進展と新技術

で取組む地域の防災・減災対策、老朽化対策」をサブテーマとして、中国地方

の社会資本整備やこれを支える新しい建設技術についての展示を行います。ま

た、今回は「平成 30 年 7 月豪雨災害」に関する基調講演を行います。 

このフォーラムは中国地方の社会資本整備の現状、必要性、効果及びこれら

を支える新技術について必要な情報交換を行い開発・活用・普及促進を図るこ

とを目的として毎年開催しているものです。 

 

○開催日時：平成３０年１１月１日（木） １０：００～１６：３０ 

平成３０年１１月２日（金）   ９：３０～１５：３０ 

○開催場所：広島産業会館 東館（広島市南区） 

○主  催：建設技術フォーラム実行委員会 

（事務局：国土交通省中国地方整備局企画部技術管理課） 

○実施内容：建設技術の紹介（ブースによる出展、セミナー発表会）、 

基調講演（１題） 

       
※詳細は添付チラシのとおり       

 

＜問い合わせ先＞  

    中国地方整備局   ０８２－２２１－９２３１（代表）：（平日・昼間） 

   《建設技術フォーラム実行委員会 事務局》 

【 担  当 】   企画部 技術管理課長    貞
さだ

任
とう

 俊
とし

典
ふみ

 （内線３３１１）

               技術管理課長補佐  大櫃
おおびつ

 剛
たけし

  （内線３３１３） 

【広報担当窓口】 

     中国地方整備局 広報広聴対策官      岩下
いわした

 恭久
やすひさ

 （内線２１１７） 

    中国地方整備局 企画部 環境調整官   井上
いのうえ

 和久
かずひさ

  （内線３１１４） 



主催／建設技術フォーラム実行委員会

お問合せ先
建設技術フォーラム実行委員会事務局
国土交通省中国地方整備局 企画部 技術管理課

http://www.cgr.mlit.go.jp/cginfo/syokai/busyo/kikaku/forum/
広島市中区上八丁堀 6-30 TEL. (082)221-9231( 代 )

安全・安心で豊かな
地域づくりを支える建設技術
『i-Construction』の進展と新技術で取組む

地域の防災・減災対策、老朽化対策

2018 in 広島
2018

広島産業会館東館（広島市南区）
11/1 2・木 金とき

会場

■継続教育
（CPD、CPDS 登録）について

当フォーラムでは、（公社）土木学会、（一社）全国土木施工管理技士会連合会のプログラム認定を受ける予定です。
その他の団体及び会員の方でも申請することができます。

協賛／（一社）中国建設弘済会、（一財）橋梁調査会、( 一社） 建設コンサルタンツ協会　中国支部、（公社）全国上下水道コンサルタント協会　中国・四国支部、（一社）全国道路標識・標示業協会　中国支部、
（一社）日本埋立浚渫協会　中国支部、（一社）日本橋梁建設協会、（一社）日本グラウト協会　中国支部、
（一社）日本建設機械施工協会　中国支部、( 一社） 日本建設業連合会　中国支部、
（一財）日本建設情報総合センター　中国地方センター、（公社）日本測量協会　中国支部、
（一社）日本電設工業協会　中国支部、（一社）日本道路建設業協会　中国支部、PC フレーム協会・KTB 協会　中国支部、
（一社）プレストレスト・コンクリート建設業協会　中国支部

●1日目：10:00～16:30　●2日目：9:30～15:30

建設分野は、急速な人口減少と少子高齢化の進展に伴う技
能労働者の大幅減少と担い手不足が叫ばれています。
「ｉ－Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ」は、これらの課題を解
決するため、ＩＣＴ（情報通信技術）の活用等で建設生産シ
ステム全体の生産性の向上を図り、もって魅力ある建設現
場を目指す取り組みです。

中国地方の社会資本整備を支える新
技術などについて、各団体の展示・
セミナー発表等により紹介します。

秋の実り
満載!!

島
根・

広島
の「道の駅」集合！

 

飲食コーナー
があります！『i-Construction』とは■セミナー発表（講演会・セミナー会場）

■技術展示（屋内・屋外展示ブース）

入場
無料

■基調講演
（講演会・セミナー会場）

講演日時

タイトル

講演者

11月1日 ( 木 )10:30～11:10

平成 30年 7月豪雨により
広島県で発生した土砂災害

広島大学大学院総合科学研究科
准教授　長谷川祐治　氏
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会場



「安全・安心で豊かな地域づくりを支える建設技術」をテーマに建設技術の紹介を行います

出展社・団体一覧

セミナー発表・団体一覧
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1
休憩所

屋外展示

講演会
セミナー会場

休憩スペース交流ブース

フードコーナー

ブース番号 / 出展団体名 出展内容

1 ( 一社 ) 日本建設業連合会
中国支部 清水建設（株）

清水建設が手掛ける、生産性の向上を実現するための次世代
型生産システムの紹介と ,ICT・ⅰ -Construction の取り組み
を紹介。

2 ( 一社 ) 日本建設業連合会
中国支部 佐藤工業（株） LS で取得したトンネル断面点群から 3D モデル生成、ヒート

マップ、CAD 出力により出来形管理を行う。

3 ( 一社 ) 日本建設業連合会
中国支部 大豊建設（株）

高度無人化技術・工期短縮・コストダウン・高気圧障害予防・
大深度施工・進化系ニューマチックケーソン工法。
推進工・シールド工において地中障害物撤去を非開削で行う
工法。

4 ( 一社 ) 日本建設業連合会
中国支部 東急建設（株） 安心で快適な生活環境づくりを通じで一人ひとりの夢を実現

する技術を紹介します。

5 ( 一社 ) 日本建設業連合会
中国支部 日特建設（株） 老朽化した吹付法面を補修・補強するニューレスプ工法、地

盤改良工事の管理システムを紹介します。

6 ( 一社 ) 日本建設業連合会
中国支部 （株）熊谷組

1. 音の映像化装置により周波数特性や音圧を可視化。
2. 災害時の緊急対応を可能にする移動式遠隔操作室。
3. インフラ大更新市場にむけたコッター床版工法の開発。

7 ( 一社 ) 日本建設業連合会
中国支部 （株）奥村組 国土交通省が推進しているＣＩＭ・情報化施工について、施

工現場での活用事例を紹介します。

8 ( 一社 ) 日本建設業連合会
中国支部 広成建設（株） まちづくりと一体となった「鉄道の改良・整備」「駅周辺整備」

と「安全」を支える建設技術で貢献。

9 ( 一社 ) 日本建設業連合会
中国支部 飛島建設（株）

・�スマートバッチャープラント：最適な温度でコンクリート
を製造でき、吹付けコンクリートの品質向上やコスト削減
に貢献します。

・�TBI レゾネータ�Type-F：トンネル発破によって発生する超
低周波音を低減します。

10 ( 一社 ) 日本建設業連合会
中国支部 日本国土開発㈱

①�低品質な建設発生土の改良。および、災害発生土砂の分別・
改良リサイクル技術。

②塩分吸着及び鉄筋腐食抑制性能を付加した補修材料。
③ �ICT の活用によるコンクリート打設時の充填状況と締固め

状況の「見える化」。

11 ( 一社 ) 日本建設業連合会
中国支部 鉄建建設（株）

ヒートパイプを使ったパイプクーリング工法の特長を、工法
紹介パネルや、実物のヒートパイプを用いて分かり易く紹介
します。

12 ( 一社 ) 日本建設業連合会
中国支部 （株）竹中工務店

連鎖的な発生が想定される災害予測（地震・火災・津波等）
と避難行動を解析し統合させた災害事象統合 VR システム

「maXim（マキシム）」などの BCP/BCM 対応技術を紹介します。

13 ( 一社 ) 日本建設業連合会
中国支部 鹿島建設（株） パネル、映像を用いて、防災の技術を紹介します。

14 ( 一社 ) 日本建設業連合会
中国支部 戸田建設（株） ICT を活用した当社開発技術（位置情報管理システム、地震

発生後の健全性評価システム等）を紹介します。

15 ( 一社 ) 日本建設業連合会
中国支部 大成建設（株） T-iROBO（次世代無人化施工システム）を紹介します。

16 ( 一社 ) 日本建設業連合会
中国支部 （株）大林組 測量と並行して安全性の評価と搬出土量の計算が可能なスマ

ホを用いた簡易測量システムを紹介します。

17 ( 一社 ) 日本建設業連合会
中国支部 三井住友建設（株） 橋梁の生産性向上に寄与するプレキャスト化技術を中心に

i-Construction を実現する技術を紹介。

18 ( 一社 ) 日本建設業連合会
中国支部 （株）安藤・間 AI を使って、トンネル掘削工事の生産性と安全性を向上させ

る技術を紹介。

19 ( 一社 ) 日本建設業連合会
中国支部 （株）竹中土木 液状化対策工法について、液状化の体験模型も用いて説明し

ます。

20 ( 一社 ) 日本建設業連合会
中国支部 （株）鴻池組 i-Construction 深化と年に鴻池組が取り組む、最先端の ICT

を活用した工事現場の生産性向上事例などを紹介します。

21 ( 一社 ) 日本建設業連合会
中国支部 西松建設（株） ICT を活用した生産性向上技術でトンネルを効率的に構築し

ています。

22 ( 一社 ) 日本建設業連合会
中国支部 （株）錢高組 ①トンネル発破の低周波騒音低減、②トンネルの省エネ、③

シールド急曲線部の裏込充填技術の紹介。

23 ( 一社 ) 日本建設業連合会
中国支部 青木あすなろ建設（株） 摩擦ダンパーを用いた橋梁耐震工法、遠隔式水陸両用機械工

法による危険地域での無人化施工の紹介。

24 ( 一社 ) 日本建設業連合会
中国支部 日建連・橋建協・PC 建協の共同

①道路橋示方書の改訂・橋梁の安全性、性能向上など一般の
方にも分かりやすい情報の発信。
②全国の建設現場で活躍する『けんせつ小町』工事チームの
紹介。

25 ( 公社 ) 土木学会中国支部 （株）Roope’ｓ
従来技術では不可能だった構造物の各部に到達できる、作業
員の動作の制約が少ない、施設を併用しながら作業ができる、
従来技術より低コスト、従来技術より短期間。

26 ( 公社 ) 土木学会中国支部 公益社団法人土木学会
中国支部

平成 30 年 7 月西日本豪雨災害において、土木学会中国支部
緊急災害調査団が広島県内、岡山県内を調査した結果を報告
いたします。

27 ( 一社 ) 日本道路建設業協会
中国支部 世紀東急工業（株） 瞬時に危険個所の把握と共有管理を可能にし、より早く適切

な修繕対応を行える。

28 ( 一社 ) 日本道路建設業協会
中国支部 鹿島道路（株）中国支店 ①鹿島道路の ICT 技術への取組や体験。

②新しい舗装技術の紹介。

29 ( 一社 ) 日本道路建設業協会
中国支部 常盤工業（株） 大地震により、天井の脱落による人身災害が問題化している。

『TEC 工法』は、天井の耐震化工法です。

30 ( 一社 ) 日本道路建設業協会
中国支部 （株）NIPPO 橋梁の長寿命化・道路防災に関するＮＩＰＰＯの技術を紹介

します。（ハードフレッシュ工法、ＨＲＢ工法）

31 ( 一社 ) 日本道路建設業協会
中国支部 （株）ガイアート中国支店 展示パネルと供試体を用いて、次世代型新技術（フル ･ ファ

ンクション ･ ペーブ）等の紹介および概要説明をする。

32 ( 一社 ) 日本道路建設業協会
中国支部 前田道路（株）中国支店 熱中症対策に期待の出来る、高耐久型常温アスファルト混合

物のパネル展示。耐油性を有するアスファルト混合物の紹介。

33 ( 一社 ) 日本道路建設業協会
中国支部 大成ロテック（株）中国支社

・自然石舗装の長寿命化舗装（インジェクト工法）の紹介。
・�ひび割れ / わだち掘れ抑制する長寿命化舗装（リラクス

HT）の紹介。

34 ( 一社 ) 日本道路建設業協会
中国支部

東亜道路工業（株）
中四国支社

アスファルト舗装の簡易的な補修から大規模補修に至るまで
の材料や工法をご紹介致します。

35 ( 一社 ) 日本道路建設業協会
中国支部 日本道路（株） 高耐久性舗装シリーズ。高強度半たわみ性舗装、高耐久エポ

キシアスファルトを展示パネル、サンプル等にて。

36 本州四国連絡高速道路（株） 本州四国連絡高速道路（株）
しまなみ尾道管理センター

パネルや動画を用いて本四 3 ルートの長大橋の建設記録と
200 年以上利用される橋を目指す長大橋の維持管理技術の展
示を行う。

37 ( 一財 ) 日本建設情報総合
センター

( 一財 ) 日本建設情報総合
センター

・BIM/CIM 関係の最近の動向や JACIC の取り組み状況を紹介。
・災害対応に活用できる Photog-CAD の紹介。

38 ( 一財 ) 橋梁調査会 ( 一財 ) 橋梁調査会 橋の老朽化の状況と長寿命化へのメンテナンスサイクルの重
要性を展示。& 渡れる模型でアーチ橋作りに挑戦。

39 ( 一社 ) 全国道路標識・標示業
協会中国支部 レーンマーク工業（株） 冠水しても光るライン。

40 PC フレーム協会 PC フレーム協会・KTB 協会 多発する自然災害に防災・減災・国土強靭化・安心に寄与す
る KTB アンカー及び PC フレーム工法。

41
42

( 一社 ) プレストレスト・コン
クリート建設業協会中国支部

( 一社 ) プレストレスト・コン
クリート建設業協会中国支部

・生産性向上の取り組み「i-Bridge」の紹介。
・組立模型・PC 板による PC 橋の特徴を体感。

43 ( 一社 ) プレストレスト・コン
クリート建設業協会中国支部 川田建設（株） プレキャスト部材を活用した防災対策として『雨水貯留施設』

と『土砂災害防止工法』を紹介します。

44 ( 一社 ) 日本建設機械施工協会
中国支部

（株）ジツタ中国
福井コンピュータ㈱

建設現場を 3 次元からバーチャルリアリティの世界に進化を
させるシステムを実体験して頂きます。

45
46
47

( 一社 ) 日本建設機械施工協会
中国支部 西尾レントオール㈱ 最新の安全対策商品と環境・安全に配慮した商品説明。

48 ( 一社 ) 日本建設機械施工協会
中国支部 奥村組土木興業㈱

①発破、大型ブレーカの使用が困難な場面で環境に配慮し、
効率的に岩盤掘削が可能な無発破工法です。
② ICT 舗装工の中国地方整備局初の実施事例です。

49 ( 一社 ) 日本建設機械施工協会
中国支部 （株）シーティーエス レーザースキャナー・UAV の実機展示。レーザースキャナー

においては簡易的な操作も可能。

50
51

( 一社 ) 日本建設機械施工協会
中国支部 日本キャタピラー合同会社 最新テクノロジーを搭載した 3D マシンをパネル展示、また、

シミュレータを設置して操作体験をしてもらう。

52 ( 一社 ) 日本グラウト協会 ( 一社 ) 日本グラウト協会 安全安心な国土づくりにかかせない高品質なグラウト技術。
実際に固化実験を体験しましょう。

53 ( 一社 ) 日本グラウト協会 三信建設工業（株） 大・小の改良径を同時施工できるマルチファン工法などの経
済的な地盤改良工法を模型とパネルで紹介。

54 ( 一社 ) 日本橋梁建設協会 ( 一社 ) 日本橋梁建設協会 アーチ橋のケーブル架設状況を鉄塔から見下ろしたり、桁内
部への進入を VR で体験してもらう。

55 ( 一社 ) 日本橋梁建設協会 （株）横河ブリッジ
山陽ロード工業（株）

維持管理性に優れた橋梁向け耐震補強製品と塩害による腐食
や紫外線劣化に強いアルミ製品。

56 ( 一社 ) 日本橋梁建設協会 （株）横河住金ブリッジ 取替工事にも適した鋼製伸縮装置を中心に橋梁・防災関連製
品をパネルや模型で紹介します。

57 ( 一社 ) 日本埋立浚渫協会 （株）不動テトラ 地震時の液状化や沿岸・河川の防災減災技術についてパネル・
動画で紹介します。

58 ( 一社 ) 日本埋立浚渫協会 若築建設（株） 浚渫船（概ね W1.4*B0.8*H1.6）の模型を及び、パネル等を用
いて、一般の参加者に当社技術をご覧頂きます。

59 ( 一社 ) 日本埋立浚渫協会 五洋建設（株） i-boat�による桟橋の調査点検技術の紹介、橋脚等の補修技術
の VR 体験を交えた紹介を実施します。

60 ( 一社 ) 日本埋立浚渫協会 東洋建設（株） 当社研究所施設等のミニチュア模型を使用した実験体験。

61 ( 一社 ) 日本埋立浚渫協会 東亜建設工業（株） 港湾におけるコンクリート構造物の維持管理及び補修技術を
パネルや映像で紹介します。

62
63

( 一社 ) 建設コンサルタンツ協会
中国支部 （株）ウエスコ 3 次元計測技術の活用による社会インフラのモニタリング手

法と 3 次元設計への取組み事例を紹介。

64 ( 一社 ) 建設コンサルタンツ協会
中国支部 復建調査設計㈱ 頻発する自然災害に対し、事前・事後、ハード・ソフトとあ

らゆる面で自治体の防災施策を支援。

65 ( 一社 ) 建設コンサルタンツ協会
中国支部 （株）エイト日本技術開発

・�AUVの実機（模型）を展示するとともに、実際に獲得したデー
タや運用状況をパネル・動画を使って説明する。

・�致命的な被害を防ぐことができる鋼矢板によるため池補強
工法を開発しており、詳細を参加者に紹介する。

66 ( 一社 ) 建設コンサルタンツ協会
中国支部 （株）荒谷建設コンサルタント 3 次元データの利活用事例紹介と SLAM 技術の実演デモ、参

加者に VR の体験をしていただく。

67 ( 一社 ) 建設コンサルタンツ協会
中国支部 中電技術コンサルタント（株） AR 技術を用いた施設 ( 標識 ) の特定と、タブレットを用いた

点検の効率化について一般の参加者に体験してもらう。

68 ( 一社 ) 建設コンサルタンツ協会
中国支部 国際航業（株） ・�弊社はドローンスクールやクラウドサービスの提供から、

ICT 活用技術の普及に貢献します。

69 NEXCO 西日本グループ

西日本高速道路㈱
中国支社

道路管理に関する NEXCO 西日本グループの技術を紹介します。
（アイハイウェイ、E- フレア、けん引式バイオトイレカー、
電子看板を活用した緊急情報配信等）

西日本高速道路
エンジニアリング中国㈱
西日本高速道路
メンテナンス中国㈱
西日本高速道路
ファシリティーズ㈱

70 山口県 アポンコーポレーション（株）
(( 一社 ) 鋳田籠工法協会 )

ダクタイル鋳鉄カゴ工法とは何か ? どうやって作られ、どこ
に使われているのかについてご紹介します。

71 鳥取県 （株）鳥取資材開発 一般参加者にキメチェンを用いた吊りチェーンの調節体験と
安全性の体感を提供する。

72 国土交通省中国地方整備局 中国地方整備局
中国技術事務所

中国技術事務所の防災技術センターとしての役割について、
パネルの展示・体験を通じて、理解を深めてもらう。

73
74 国土交通省中国地方整備局 中国地方整備局

企画部
平成３０年７月豪雨における中国地方整備局の活動報告、国
土交通省の推進する『i-Construction』の取り組みなどを紹介。

75 国土交通省中国地方整備局 中国地方整備局
企画部

産学官民の技術や知恵を総動員するインフラメンテナンス国
民会議「ちゅうごく」を紹介。

76 国土交通省中国地方整備局 中国地方整備局
道路部

道路を賢く使う「ETC2.0」として高速道路一時退出の社会実
験概要と自動運転等についてパネル紹介。

77
国立研究開発法人
土木研究所
寒地土木研究所

国立研究開発法人
土木研究所
寒地土木研究所

当研究所で研究開発した公共工事等の現場で使えるオススメ
の新技術を紹介します。

78 ( 一社 ) リペア会 （株）太平洋コンサルタント RFID 構造物診断技術「WIMO®」は、長期の予防保全を効率
的に実現させます。

79 ( 一社 ) リペア会
日之出水道機器（株） 車両及び自動二輪車走行時の安全性を確保しライフサイクル

コストの縮減を実現した橋梁用伸縮装置。

ポゾリスソリューションズ（株）コンクリート構造物の長寿命化に貢献する含浸材シラン系鉄
筋腐食抑制タイプ「プロテクトシル CIT」。

80 ( 一社 ) リペア会

（株）キナン 大型橋梁点検車等のレンタルでインフラメンテと長寿命化の
お役に立ちます。

日本興業㈱ ハイパー RCD 工法は高速道路の円形側溝を低騒音カッター及
び専用ふたで修繕する工法です。

（株）KMC 工期短縮省力化を実現するトンネルタイル切削機と一層で断
面修復可能なアンカーレス補修工法。

ブース番号 / 出展団体名 出展内容

発表日時 発表団体名 発表テーマ

11/1（木）

11:20 ～ （一財）日本建設情報総合センター Photog-CAD の活用
12:30 ～ 鉄建建設（株） ヒートパイプを用いたパイプクーリング工法
13:00 ～ 復建調査設計（株） 雨量指標 R' について
13:30 ～ 三信建設工業（株） 液状化対策工法について　～静的締固め（CPG）工法～
14:00 ～ 日本道路（株） 高耐久性舗装シリーズ　「ウルトラペーブＨ」
14:30 ～ 日本国土開発（株） ICT を活用したコンクリートの施工・品質管理の見える化
15:00 ～ （株）横河住金ブリッジ 耐久性の向上を目指した伸縮装置～ SEF ジョイント 100 ～
15:30 ～ 大成建設（株） 大成建設の建設ロボットの紹介
16:00 ～ 東亜建設工業（株） コンクリート構造物の維持管理支援システム「サムシング」

11/2（金）

10:00 ～
アボンコーポレーション（株）

（（一社）鋳田籠工法協会）
工期短縮、長寿命のダクタイル鋳鉄カゴ工法「鋳田籠（ちゅうたろう）」

10:30 ～ 日本キャタピラー合同会社 日本キャタピラーのアップグレードソリューション
11:00 ～ 奥村組土木興業（株） TLS を用いた舗装の出来形測定方法の検討（ICT 舗装工）
11:30 ～ 中電技術コンサルタント（株） 建設業における「Ｊ－クレジット制度」を活用した環境貢献の最先端事例
12:30 ～ 日之出水道機器（株） ダクタイル鋳鉄製橋梁用伸縮装置
13:00 ～ 飛島建設（株） 発破超低周波音消音装置　TBI レゾネータ Type-F
13:30 ～ （株）竹中土木 狭隘地に対応した液状化対策工法「スマートコラム工法」
14:00 ～ （一財）橋梁調査会 橋梁点検に関する最近の話題

14:30 ～ （株）エイト日本技術開発 最先端技術 AUV（自律型無人潜水機）を用いた高度な水ソリューショ
ンサービスの提供について

15:00 ～ ポゾリスソリューションズ（株） シラン系鉄筋腐食抑制材「プロテクトシル CIT」
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